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鳶
案
第
　
二
十
五
　
号

/

＼

二
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
浄
に
関
す
る
条
例
の
剖
窪
に
つ
S
で

次
の
忘
-
葉
物
の
-
及
び
清
腎
に
-
告
例
を
別
号
る
こ
と
芸
等
､
地
方
孟
癌

′

一

(
昭
和
二
十
二
年
芸
-
十
七
号
)
-
十
六
免
竺
転
の
規
定
に
㌻
'
本
商
会
の
議
雷
雲

〆

る
｡

碍
和
韻
十
七
年
草
月
十
,
7
日
､

三
朝
町
長
　
　
坂

尉

　

　

　

発

己

娼
和
E
]
拾
七
年
参
月
ノ
拾
八
日
唐
黍
可
決
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掃
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関
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(
8
　
的
)

第
-
栄
.
と
の
条
例
は
'
廉
果
物
の
処
理
及
び
清
掃
準
関
す
る
法
卑
(
窄
潮
喝
十
五
年
法
律
頒
首
三
十
七

号
｡
竿
r
鼓
し
ミ
ラ
｡
 
-
資
づ
き
､
旋
療
物
を
霊
に
処
理
す
る
た
め
､
必
零
墨
誓
定
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
定
　
義
)

撃
蒜
　
こ
の
条
例
に
か
い
て
'
｢
廃
棄
物
｣
と
仕
法
撃
一
条
第
一
項
｢
l
般
廃
革
物
｣
と
は
法
華
哀
t
〉

撃
蒜
r
産
業
廃
棄
物
i
と
虻
法
撃
豪
雪
一
項
の
汚
物
又
は
不
要
物
で
あ
っ
て
､
歯
形
状
又
は
液
状

.

の
も
の
.
(
放
射
性
物
質
及
び
こ
れ
に
/
よ
っ
て
汚
染
草
加
た
物
を
除
-
Q
)
を
S
う
｡

(
廃
棄
物
の
処
理
の
鹿
田
)

聖
二
束
　
町
長
が
収
集
運
搬
及
び
処
分
す
る
舞
棄
物
の
範
囲
は
次
の
と
お
歩
と
す
海
｡

-

T
 
t
般
寮
果
物
(
事
果
盾
劫
に
伴
い
生
じ
た
l
般
廃
棄
物
を
除
く
｡
)

こ
　
事
業
活
あ
に
伴
う
一
般
廉
乗
物
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(
廃
棄
物
の
処
理
計
画
)
I

第
四
条
　
町
長
は
'
法
琴
六
条
娼
丁
項
に
定
め
る
席
業
物
の
処
理
に
つ
J
h
て
t
 
I
定
の
計
画
を
定
め
る
?

･
･
.
,
前
韻
の
計
画
を
定
め
た
と
き
結
公
表
す
る
｡

(
事
業
者
の
簾
革
物
の
処
理
)

第
五
条
　
事
業
者
姓
,
法
璽
ハ
条
第
五
項
の
規
定
に
ょ
少
番
業
活
劇
に
伴
い
生
じ
た
多
量
の
｢
綬
琴
讃
T
･

を
自
ら
処
分
し
が
た
い
場
合
に
吐
､
共
同
に
ェ
る
処
理
に
努
め
る
と
と
も
に
､
町
好
の
定
め
る
計
画
に
t

従
.
い
指
定
の
場
所
に
運
銀
及
び
処
琴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
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第
六
条
　
土
地
又
は
廃
物
の
占
有
者
(
占
有
者
が
な
れ
場
頂
に
は
管
理
者
と
す
る
｡
以
下
｢
J
n
･
芸
｣
と
,
.

･
5
う
｡
)
壮
･
･
#
警
ハ
条
拭
一
項
に
規
定
す
る
区
域
(
以
↑
｢
処
理
区
域
｣
と
い
う
こ
内
の
庫
裏
物

の
う
ち
焼
却
､
盤
没
等
の
方
法
に
よ
わ
容
易
に
処
今
が
で
き
る
f
般
野
菜
物
は
自
ら
処
分
す
る
よ
う
に

努
め
言
と
む
に
,
自
う
処
分
し
な
竺
般
賂
東
物
に
つ
い
て
比
へ
可
雷
ま
燃
物
の
琴
′
賢
収
納

し
,
粗
大
と
み
紘
町
長
の
指
定
し
た
痩
所
に
集
め
る
等
､
町
の
行
な
う
義
廃
■
薬
物
の
収
警
遵
鼓
及

び
賂
舟
に
協
ガ
し
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
｡

･
Y
　
自
ら
処
分
■
す
る
に
当
つ
て
は
法
施
行
令
(
暗
和
四
十
六
年
政
令
第
三
首
号
以
下
r
令
｣

窮
三
条
の
基
準
に
従
っ
て
適
正
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
i
o
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と
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(
f
殻
廃
棄
物
の
処
理
の
届
出
)
.

第
七
条
　
占
有
者
誓
処
理
区
域
内
華
お
け
る
一
般
席
喪
物
の
収
集
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
'
町
長

に
申
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
S
｡
.

(
l
般
頗
乗
物
処
理
業
)

L
弟
<
条
　
法
第
七
粂
第
7
項
の
規
定
に
ょ
少
f
鍍
廃
棄
物
処
珊
若
菜
と
し
て
行
を
お
う
と
す
る
者
は
ヾ
一

■

麓
廃
棄
物
処
理
費
許
可
申
謂
竃
を
町
長
に
提
出
し
て
許
可
を
受
け
妄
け
れ
ば
怒
ら
を
S
o

｣

(
し
泉
浄
化
そ
う
清
滞
業
)

慧
弟
畠
慧
篭
1
項
の
規
定
に
ょ
-
蜜
化
そ
去
薄
周
-
-
し
て
行
意
-
と
言
署
駁
､

し
糸
浄
化
そ
う
清
掃
美
辞
可
串
絹
薯
を
町
長
に
産
出
L
L
l
t
J
許
可
を
受
け
を
け
れ
ぼ
亀
ら
夜
S
o

ヽ

(
欝
禁
物
処
理
手
数
料
)
-

帯
十
条
　
法
窮
六
条
弟
六
項
の
規
定
に
ょ
れ
廃
棄
物
の
収
菜
薄
撃
及
び
処
分
に
周
七
占
有
者
か
ら
撃
堺

.
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L
　
す
る
手
数
料
は
次
の
と
お
り
.
と
す
る
.
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一年-

普
通
世
帯

事
務
所

7
箇
月
当
･
s
h

■

寮
′

商
工
業
老

練
鵡
業
者
､

病
院
7

.

ハ

ー

ト
∫

二
世
帯
当
か
)

∫∫∫∫∫

首
円
以
内

三
首
山
口
以
内

二
千
打
以
内

四
千
円
以
内

l
万
)
千
円
以
内

六
千
円
以
内

五
十
円
以
内

.
r

f
l
'
前
七
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
す
､
町
長
が
指
定
し
た
容
器
(
以
下
｢
指
定
容
儀
｣
と
I
s
う
｡
)
で
収

集
す
る
地
域
に
あ
つ
て
は
】
容
器
当
わ
十
円
井
内
と
す
る
｡

(
処
理
手
数
料
の
徴
収
方
法
)
　
若

第

十

芸

　

事

教

本

は

次

の

と

お

姿

い

す

る

｡
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I
.
し
私
収
集
料
金
に
つ
い
て
は
'
甘
有
意
が
当
繁
栄
を
宵
可
さ
れ
虎
男
し
た
者
に
支
払
い
す
る
｡

こ
､
　
f
般
慮
棄
物
の
う
ち
可
燃
低
廉
療
物
の
収
集
手
数
料
に
つ
い
て
は
'
町
長
が
発
行
す
る
鰍
付
着
に
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/

＼
ご
･
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徴
収
す
る
｡

た
だ
し
､
指
定
容
器
で
収
集
す
る
地
域
に
参
つ
て
は
'
当
蕗
容
器
の
料
金
と
あ
わ
せ
t
'
裁
収
す

る
｡

(
手
数
料
の
戚
免
)

第
十
二
条
　
町
長
は
､
天
災
そ
q

る

こ

と

が

で

き

る

｡

(
委
　
任
)

特
別
の
事
由
が
番
る
と
認
め
た
と
き
は
､
･
前
条
の
手
数
料
比
率
免
す

第
十
三
条
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
鯛
L
t
　
必
鷲
恵
事
項
は
､
町
長
が
別
に
定
め
る
｡

肘

　

_

刺

(
施
行
期
日
)

′
　
こ
の
条
例
は
'
矧
和
田
十
七
年
七
月
)
日
か
ら
施
行
す
る
0

(
･
三
朝
町
清
掃
粂
例
の
彊
止
)

J
二
二
許
清
掃
準
例
(
昭
和
竿
望
三
朝
町
粂
一
例
第
四
十
九
雪
等
｢
鳩
条
例
｣
と
等
｡
･
這
)
,
j
l
S
,

廃
止
す
る
′
｡
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(
経
過
緒
健
)

J
　
こ
の
条
例
腐
行
の
讐
伯
東
例
の
規
定
に
よ
身
魂
に
決
t
y
さ
れ
て
1
る
手
琴
科
ほ
っ
h
て
姥
,
海
&
,
-
,

従
前
の
例
に
上
る
｡



許可申請書(し衆浄化槽清掃業)

年　　　月　　　　日

三　　朝′　　町　　長　　　殿

住　所

氏　名

皇軍月日

下記のとおり督薬をしたいので､欝乗物の処j璽及び

清掃(こ針,3-る婆窄舞Ll,r Fノー,f'=宕′項の規定により申請しt

+a

記

′　事務所所在地

2　営業する区域

3　技術者の履歴音　　　別　耗

女　引き抜き汚泥の勉分地および処分方法､

3　省令窮字森蔓,てよる樺軍警理喪兼の有無

(禦黒言,i ･'華i'-_鳥'黒雲する草野著名および兼務凍携由放熱

▲　恵崇作菜･'tて]:j'lI憲十も聴良

品諒.I-t　　　八　　一般作業員_　　　人

･7　聴糾て空席する-fiLLf苧言摘-の呪縛表､　別紙

清掃料金および営業鼠等
_　_I-　-__一一一一一一一一一一■一一一一一････■-■一･･･一一1 -　-■ I I- ●l

別紙
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･
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許可申請書(一般廃棄物処理業)　　　　＼

年　　月　　日

朝　　町　　長　　　殿

住′所

氏　名

生年月日

下記のとおり営業をしたいので.廃棄物の処理及び

滑線に関する法律窮'条嘉.,項の規琵によb申請しま

す｡

畠己

′　事務所所在地

1　営芽∴亨,7:JE､二域

'営卦?瑠璃　　し息ほみ)の収集運搬処分

y　営菜'fj,i..I.lr周

∫　収与が描き,に慣用する車締

バキュ-ムカ(こみ収集車).　丁横

▲　直凄作業trJe従事する職員

運転手　　人　一般作美員　　　人

▼　廃棄物の処分地および処分方法

-- cd-

～

I

I

■



許可証(し風削ヒ槽清掃業)

住　所

氏　名

生年月日

昭和･年　月　日付で甲諸のあった　し息浄

化槽清掃業について廉褒物の処理及び清掃打開する法

帝解夕衆弟′項Q)規環に工か許可する｡

昭和　　年　　月∴　日

朝　　町　　長
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許可証(-股廃讃物処理巣)

住　所

′■　氏　名

生年月日

昭和　年　月　　日付で申請のあった一般廃棄物

処理集乾ついて熊襲物の処理及び滴掃ER:関する法蟹清7

あ′--よ-韓脚して許可.する〇一

三　　朝　　町　　長

塔和　　年　　月　　日

′　営巣の種類　　し尿(こみ)の収集､運搬､処分､

&　条　　　件

(/)期　　間

(1)区　　域

(3)峯輔の磯別台数

ty)廃穀物の処各地及び処分方法

(I)その他

tl ･･　･
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